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本
年
７
月
～
９
月
に
か
け
て
、

都
内
44
の
農
業
委
員
会
の
う
ち
、

７
割
以
上
と
な
る
33
の
農
業
委
員

会
で
第
24
期
の
任
期
満
了
を
迎

え
、
新
た
な
農
業
委
員
及
び
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下
、

推
進
委
員
）
が
就
任
し
、
第
25
期

の
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
任
期
満
了
は
、
平
成
28

年
に
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行

さ
れ
農
業
委
員
会
が
新
体
制
に
移

行
し
て
か
ら
、
３
回
目
の
全
国
で

統
一
的
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
農
業
委
員
・
推
進
委
員

の
就
任
に
よ
り
、
東
京
都
全
体
の

委
員
数
は
左
記
の
通
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

改
選
後
の
農
委
会
の
詳
細
は
、

３
面
及
び
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

農
業
委
員
５
６
５
人
（
う
ち
男
性

４
９
１
人
、
女
性
74
人
）

推
進
委
員
48
人
（
う
ち
男
性
48
人
）

開
き
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
で
は
農
業
委
員
会

の
改
選
等
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
た

理
事
お
よ
び
監
事
の
補
充
選
任
を

行
い
、
新
た
に
理
事
17
名
と
監
事

１
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
で
は
令
和
５
年
度

収
支
予
算
の
補
正
に
つ
い
て
、
原

案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
８
月
17
日
に
千

代
田
区
主
婦
会
館
で
臨
時
総
会
を

　

第
３
号
議
案
で
は
農
業
委
員
会

法
第
53
条
に
基
づ
く
都
へ
の
意
見

を
決
定
し
ま
し
た
（
内
容
は
２

面
）
。

　

ま
た
、
副
会
長
１
名
が
欠
員
に

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
日
に
開

催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、
野
﨑
啓

太
郎
氏
（
東
京
都
農
業
協
同
組
合

中
央
会
代
表
理
事
会
長
）
が
新
た

に
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
た
に
選
任
さ
れ
た
役
員

（
敬
称
略
）

副
会
長
＝
野
﨑
啓
太
郎　

理
事
＝

山
口
賢
治
、
尾
崎
賀
一
、
石
田
正

弘
、
上
野
勝
、
岩
沢
宏
、
松
本
一

宏
、
鈴
木
豊
、
榎
本
一
宏
、
小
川

保
、
岩
田
高
雄
、
松
村
俊
夫
、
小

林
俊
之
、
森
田
龍
幸
、
眞
利
子
伊

知
郎
、
吉
川
英
明
、
吉
野
光
政　

監
事
＝
福
島
浩
幸

■
退
任
さ
れ
た
役
員
（
敬
称
略
）

副
会
長
＝
城
田
恆
良　

理
事
＝
荒

堀
安
行
、
岩
楯
重
治
、
中
西
伸
夫
、

小
暮
和
幸
、
根
岸
稔
、
竹
内
博
行
、

大
山
裕
視
、
坂
本
勇
、
久
保
秀
一
、

篠
吉
和　

監
事
＝
鈴
木
豊

流
動
化
協
議
会
を
開
き
、
農
業
委

員
会
や
Ｊ
Ａ
の
職
員
な
ど
約
80
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
今
後
の
都
内

に
お
け
る
生
産
緑
地
の
貸
借
と
生

産
緑
地
バ
ン
ク
な
ど
の
整
備
を
促

進
す
る
た
め
に
開
い
た
も
の
で

す
。

　

最
初
に
、
都
農
業
会
議
か
ら
生

産
緑
地
の
貸
借
の
制
度
や
都
内
に

お
け
る
貸
借
の
状
況
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
か
ら
生
産
緑
地

の
貸
借
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

次
に
、
事
例
研
究
と
し
て
、
最

初
に
三
鷹
市
と
青
梅
市
か
ら
生
産

緑
地
を
借
り
入
れ
て
規
模
拡
大
を

し
た
事
例
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。

　

江
戸
川
区
、
昭
島
市
、
小
金
井

市
か
ら
は
、
生
産
緑
地
で
の
新
規

就
農
の
事
例
を
、
東
村
山
市
、
西

東
京
市
、
立
川
市
、
町
田
市
か
ら

は
、
貸
借
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
取
組

み
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま
し

た
。

　

都
農
業
会
議
は
７

月
28
日
に
新
宿
マ
イ

ン
ズ
タ
ワ
ー
に
て
、

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会
と

協
力
し
、
都
市
農
地

33
区
市
町
村
で
新
た
に
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
選
任

任
期
満
了
に
よ
る
選
任
で
新
た
な
体
制
に

副
会
長
に
野
﨑
啓
太
郎
氏
を
選
任

令
和
５
年
度
臨
時
総
会
・
理
事
会
開
く

「
生
産
緑
地
バ
ン
ク
」
活
動
を
進
め
よ
う
！

行
政
機
関
と
農
業
協
同
組
合
が
連
携

あ　

ぜ　

み　

ち

　

異
常
気
象
が
続
い
て
い
る
。

酷
暑
、
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪

雨
、
迷
走
す
る
台
風
。
こ
の
時

季
、
畑
に
砂
埃
が
舞
っ
た
。
野

菜
、
花
き
、
植
木
、
家
畜
、
も

ち
ろ
ん
人
間
に
も
厳
し
い
。
秋

冬
作
の
計
画
に
も
影
響
が
必

至
だ
▼
利
用
者
の
熱
中
症
が
心

配
な
農
業
体
験
農
園
で
は
「
３

月
は
じ
ま
り
を
９
月
は
じ
ま
り

に
し
な
い
と
危
険
」
と
ベ
テ
ラ

ン
園
主
は
い
う
。
残
念
な
が
ら

『
旬
』
が
変
わ
り
は
じ
め
て
い

る
▼
昭
和
26
年
７
月
か
ら
数
え

て
25
期
目
の
農
業
委
員
等
の
改

選
が
あ
っ
た
。
都
内
44
農
業
委

員
会
の
う
ち
33
委
員
会
が
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
▼
速
報

値
だ
が
非
改
選
も
含
め
５
６
５

人
の
農
業
委
員
＋
48
人
の
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
＝
総
勢

６
１
３
人
が
地
域
農
業
の
推
進

役
を
務
め
る
▼
女
性
農
業
委
員

も
21
人
増
え
74
人
と
な
っ
た
。

近
年
、
女
性
経
営
主
が
増
え
、

新
規
就
農
希
望
者
も
女
性
が
元

気
。
女
性
委
員
は
必
要
不
可
欠

な
存
在
と
な
っ
て
い
る
▼
各
地

域
ご
と
に
課
題
は
多
い
。
気
持

ち
は
熱
く
一
丸
と
な
っ
て
地
域

農
業
を
支
え
た
い
。

新任の野﨑啓太郎副会長

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
３
―
25
―
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
６

編
集
及
び
発
行 　（
一
社
）東
京
都
農
業
会
議

第
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９
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令
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５
年
９
月
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都
農
業
会
議
の
臨
時
総
会
で
決
定

し
た
意
見
書
の
要
約
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

（
全
文
は
農
業
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開http://www.tokaigi.com

）

東
京
都
の
農
業
振
興
・
農
地
保
全
施

策
に
関
す
る
意
見

～
未
来
に
つ
な
ぐ
東
京
の
農
業
・
農

地
の
保
全
政
策
の
構
築
に
向
け
て
～

　

市
街
化
区
域
に
お
い
て
は
令
和
４

年
度
の
特
定
生
産
緑
地
指
定
申
請
が

対
象
と
な
る
生
産
緑
地
の
９
割
を
超

え
、
ま
た
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化

法
に
よ
る
貸
借
も
確
実
な
増
加
が
見

ら
れ
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
ら
制
度

を
い
か
し
た
上
で
農
地
の
利
活
用
促

進
と
担
い
手
確
保
・
育
成
に
向
け
た

取
り
組
み
を
一
層
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
振
興
地
域
や
市
街
化
調
整

区
域
に
お
い
て
は
、
特
に
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
へ
の
対
応
が
急
務

で
あ
り
、
改
正
さ
れ
た
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
及
び
農
地
中
間

管
理
事
業
等
の
関
係
法
制
度
の
周

知
と
地
域
の
事
情
を
踏
ま
え
た
農

地
利
用
の
最
適
化
に
向
け
た
「
地

域
計
画
」
の
策
定
等
へ
の
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
あ
っ
て
、
東

京
の
農
業
・
農
地
が
未
来
に
向
け
て

継
承
さ
れ
、
そ
の
多
面
的
機
能
・
役

割
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
た
め
に

は
、
当
面
す
る
課
題
へ
迅
速
に
対

応
す
る
東
京
独
自
の
政
策
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　

東
京
都
に
は
農
業
・
農
地
の
保
全

施
策
に
お
い
て
左
記
事
項
を
実
現
さ

れ
る
よ
う
、
東
京
都
農
業
会
議
臨
時

総
会
の
総
意
を
も
っ
て
意
見
を
提
出

す
る
。

１
．
未
来
に
つ
な
ぐ
東
京
農
業
・
農

地
の
保
全
施
策
の
構
築

⑴ 

肥
料
・
飼
料
及
び
生
産
関
連
資

材
等
の
価
格
高
騰
対
策
の
継
続

及
び
関
係
事
業
の
拡
充

　

肥
料
・
飼
料
及
び
生
産
関
連
資
材

や
燃
料
等
の
価
格
は
依
然
と
し
て
高

止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
支
援
施

策
を
継
続
す
る
こ
と
。

⑵ 

東
京
都
産
農
産
物
の
生
産
振
興

と
消
費
拡
大
に
向
け
た
対
策
の

強
化

　

地
域
農
産
物
の
一
層
の
生
産
振
興

を
は
か
る
と
と
も
に
、
東
京
都
産
農

産
物
の
積
極
的
な
活
用
と
消
費
拡
大

に
つ
な
が
る
流
通
・
販
売
対
策
や
都

民
へ
の
広
報
活
動
を
強
力
に
展
開
す

る
こ
と
。

⑶ 

小
規
模
経
営
へ
の
支
援

ア
．
小
規
模
な
が
ら
意
欲
的
に
経
営

向
上
に
励
み
、
農
業
・
農
地
の
保

全
を
実
践
す
る
経
営
を
地
域
農

業
振
興
へ
の
貢
献
及
び
多
面
的

機
能
を
発
揮
す
る
経
営
体
と
し

て
支
援
す
る
こ
と
。

イ
．
市
街
化
区
域
に
お
い
て
は
、
農

家
の
経
営
規
模
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
そ
の
所
有
す
る
生
産
緑

地
の
保
全
を
は
か
る
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
た
め
、
小
規
模

経
営
に
対
し
て
農
業
生
産
や
販

売
の
維
持
・
発
展
を
促
す
支
援
施

策
を
構
築
す
る
こ
と
。

⑷ 

農
地
の
保
全
と
利
活
用
促
進
へ

の
支
援

ア
．
田
園
住
居
地
域
や
地
区
計
画
制

度
等
の
活
用
に
つ
い
て
は
農
業

者
等
へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
計
画
策
定
等

に
対
す
る
支
援
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
。

イ
．
市
街
化
区
域
以
外
の
地
域
に
お

い
て
、
生
産
緑
地
と
同
様
、
長
期

間
の
農
地
賃
貸
借
を
促
す
奨
励

金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

ウ
．
荒
廃
農
地
を
農
地
中
間
管
理
機

構
に
譲
渡
も
し
く
は
10
年
以
上

無
償
で
貸
し
付
け
る
場
合
に
は

農
地
中
間
管
理
機
構
が
当
該
農

地
を
再
生
し
担
い
手
に
貸
し
付

け
る
事
業
を
創
設
す
る
こ
と
。

⑸ 

改
正
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
等
へ
の
対
応
と
支
援

　

地
域
計
画
及
び
目
標
地
図
が
地
域

の
実
態
に
応
じ
た
農
地
利
活
用
の
促

進
に
つ
な
が
る
よ
う
き
め
細
か
な
支

援
を
行
う
こ
と
。

２
．
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
に
よ
る
東

京
農
業
へ
の
影
響
に
対
す
る
対

策
の
強
化

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）
に
関
し
て
は
農
業
者
に
対
し
て

随
時
、
正
確
な
情
報
提
供
を
行
う
と

と
も
に
、
東
京
都
産
農
畜
産
物
の
生

産
や
販
売
活
動
に
不
利
益
が
生
じ
な

い
よ
う
対
応
を
は
か
る
こ
と
。

３
．
相
続
税
制
等
の
抜
本
的
改
正
に

む
け
た
国
へ
の
要
望

　

都
市
農
地
の
減
少
は
以
前
に
増

し
て
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都

市
農
業
振
興
基
本
法
の
目
的
に
沿

い
、
今
後
、
都
市
農
地
が
永
続
的

に
保
全
さ
れ
、
次
世
代
へ
の
継
承

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
国
に
対
し

て
相
続
税
制
等
の
抜
本
的
な
改
正

を
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
。

「
東
京
都
の
農
業
振
興
・
農
地
保
全
施
策
に

関
す
る
意
見
」
要
旨

７
月
理
事
会

７
月
19
日
に
千
代
田
区
主
婦

会
館
で
開
催
。
①
普
通
会
員
（
学

識
経
験
者
）
の
指
名
、
②
臨
時

総
会
の
開
催
日
時
及
び
場
所
、

③
臨
時
総
会
提
出
議
案
に
つ
い

て
決
定
し
た
。

第
４
回
常
設
審
議
委
員
会

理
事
会
に
引
き
続
き
開
催
。

報
告
事
項
と
し
て
、
①
東
京
都

か
ら
農
地
法
の
第
４
条
（
１

件
）
・
第
５
条
（
１
件
）
の
農

地
転
用
許
可
（
６
月
）
の
状
況

報
告
、
②
農
業
会
議
か
ら
農
地

中
間
管
理
権
等
状
況
報
告
（
７

月
）
を
行
っ
た
。

認
定
農
業
者
制
度
な
ら
び
に

認
定
新
規
就
農
者
制
度
の
推
進

に
つ
い
て
協
議
し
、
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
と
し
た
。

８
月
理
事
会

８
月
17
日
に
千
代
田
区
主
婦

会
館
で
開
催
。
①
副
会
長
（
１

名
）
の
選
任
、
②
常
設
審
議
委

員
（
18
名
）
の
選
任
、
③
参
与

の
委
嘱
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

第
５
回
常
設
審
議
委
員
会

理
事
会
に
続
き
開
催
。
①
農

地
法
第
５
条
に
基
づ
く
青
梅
市

農
業
委
員
会
諮
問
に
つ
い
て
審

議
し
た
ほ
か
、
②
農
地
法
の
第

４
条
（
３
件
）・
第
５
条
（
２
件
）

の
農
地
転
用
許
可
（
７
月
）
の

状
況
報
告
、
②
農
業
会
議
か
ら

農
地
中
間
管
理
権
等
状
況
報
告

（
８
月
）
を
行
っ
た
。

理
事
会
・
常
設
審
議
委
員
だ
よ
り
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
と
し
て

は
す
で
に
週
に
一
回
青
梅
市
役

所
、
あ
き
る
野
市
役
所
、
瑞
穂
町

役
場
、
日
の
出
町
役
場
に
職
員
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

派
遣
先
で
は
地
域
計
画
策
定
に

向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
や
、

協
議
の
場
設
置
に
向
け
た
準
備
、

利
用
権
設
定
の
更
新
及
び
促
進
計

画
へ
の
移
行
補
助
、
貸
借
予
定
地

や
利
用
権
設
定
さ
れ
た
農
用
地
等

の
現
地
確
認
、
農
地
中
間
管
理
事

業
に
関
す
る
窓
口
対
応
等
の
業
務

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
市
町
村
と
連
携
を
し

地
域
計
画
や
促
進
計
画
の
策
定
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部

改
正
が
施
行
さ
れ
、
６
月
に
東
京

都
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に

関
す
る
基
本
方
針
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
東
京
都
農
業
会

議
で
は
９
月
末
ま
で
に
農
地
中
間

管
理
事
業
規
程
を
改
正
し
ま
す
。

改
正
後
の
主
な
変
更
点
は
、
①

現
地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

現
場
で
の
調
整
活
動
を
積
極
的
に

行
う
、
②
地
域
計
画
の
区
域
内
を

事
業
の
重
点
実
施
地
区
と
し
、
③

農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画

（
促
進
計
画
）
を
策
定
し
農
地
の

利
活
用
を
促
進
す
る
点
で
す
。

代
表
社
員
の
金
子
栄
治
氏
か
ら
、

「
都
市
農
業
と
農
福
連
携
」
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

　

金
子
氏
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル

フ
ァ
ー
ム
」
と
し
て
、
ほ
場
で
の

農
福
連
携
事
業
の
可
能
性
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
を

通
し
て
、
ほ
場
管
理
・
パ
ッ
キ
ン

グ
・
市
場
出
荷
の
連
携
を
実
践
し
、

農
福
連
携
に
お
け
る
動
向
・
課
題

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

農
業
に
関
す
る
活
動
は
、
多
岐

に
わ
た
り
、
目
指
す
は
「
農
家
」

で
は
な
く
、「
農
業
経
営
者
」
で
あ

り
た
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
、
左
記
の
９
名
で
す
。

■
表
彰
者
（
敬
称
略
）

　

村
石　

有
香
（
世
田
谷
区
）

　

関　
　

智
秋
（
世
田
谷
区
）

農
業
経
営
基
盤
強
化
法
等
の
一
部
改
正
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

農
業
会
議
よ
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派
遣

永
年
勤
続
表
彰
・
講
演
会
を
開
く

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会

都
内
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

な
ど
の
状
況

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
（
以
下
、
推
進
委
員
）

の
就
任
状
況
は
、
左
記
の
通
り
で

す
。
各
委
員
会
の
会
長
及
び
会
長

職
務
代
理
者
は
、
３
面
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

区
内
地
区　

・
農
業
委
員
98
人
（
男
性
93
人
、

女
性
５
人
）、認
定
農
業
者
44
人
、

推
薦
78
人
、
公
募
20
人
、
中
立

委
員
15
人

西
多
摩
地
区

・
農
業
委
員
70
人
（
男
性
66
人
、

女
性
４
人
）、認
定
農
業
者
26
人
、

推
薦
66
人
、
公
募
４
人
、
中
立

委
員
６
人

・
推
進
委
員
14
人
（
男
性
14
人
）、

認
定
農
業
者
４
人
、
推
薦
14
人

南
多
摩
地
区

・
農
業
委
員
67
人
（
男
性
59
人
、

女
性
８
人
）、認
定
農
業
者
33
人
、

推
薦
60
人
、
公
募
７
人
、
中
立

委
員
９
人

・
推
進
委
員
（
男
性
14
人
）、
認
定

農
業
者
１
人
、
推
薦
13
人
、
公

募
１
人

北
多
摩
地
区

・
農
業
委
員
２
５
６
人
（
男
性

２
１
９
人
、
女
性
37
人
）、
認
定

農
業
者
77
人
、
推
薦
２
０
８
人
、

公
募
48
人
、
中
立
委
員
32
人

・
推
進
委
員
３
人
（
男
性
３
人
）、

推
薦
３
人

島
し
ょ
地
区

・
農
業
委
員
74
人
（
男
性
54
人
、

女
性
20
人
）、認
定
農
業
者
32
人
、

推
薦
12
人
、
公
募
62
人
、
中
立

委
員
９
人

・
推
進
委
員
17
人
（
男
性
17
人
）、

認
定
農
業
者
３
人
、
公
募
17
人

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
（
眞
中
教
雄
会
長
）
は
、
９
月

１
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
南
新
宿
ビ
ル
に

て
全
体
研
究
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
第
49
回
永
年
勤
続

表
彰
を
行
い
、
会
員
９
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
記
念
講
演
会
を

開
き
ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル　

ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー　

サ
ポ
ー
ト
合
同
会
社　

　

久
森　

淳
二
（
福
生
市
）

　

長
谷
部
康
行
（
瑞
穂
町
）

　

飯
野
都
佳
紗
（
瑞
穂
町
）

　

布
田　
　

努
（
日
の
出
町
）

　

齋
藤　

貴
彦
（
小
平
市
）

　

石
川　

祐
也
（
東
大
和
市
）

　

廣
瀬　

悠
志
（
八
丈
町
）

９
月
～
11
月
の
日
程

９
・
19 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

９
・
21 

㈭ 

北
農
委
推
進
研
修

９
・
27 

㈬ 

西
農
委
推
進
研
修

10
・
３ 

㈫ 

南
農
委
推
進
研
修

10
・
11 

㈬ 

区
・
北
職
代
部
会
長
研

10
・
17 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

10
・
17 

㈫ 

現
地
研
究
会

10
・
19 

㈭ 

西
・
南
職
代
部
会
長
研

10
・
20 

㈮ 

農
委
会
職
員
全
国
研
究
会

10
・
26 

㈭ 

会
長
研
究
集
会

10
・
27 

㈮ 

会
長
研
究
集
会

11
・
６ 

㈪ 

島
し
ょ
農
委
会
大
会

11
・
７ 

㈫ 

島
し
ょ
農
委
会
大
会

11
・
９ 

㈭ 

女
性
農
業
委
員
等
研
修
会

11
・
14 

㈫ 

広
報
研
究
会

11
・
20 

㈪ 

監
査
会

11
・
21 

㈫ 

事
業
推
進
協
議
会

11
・
21 

㈫ 

常
設
審
議
委
員
会

11
・
27 

㈪ 

農
業
者
年
金
推
進
会
議

11
・
28 

㈫ 

島
し
ょ
職
員
検
討
会

11
・
29 

㈬ 

農
地
流
動
化
等
現
地
研
究
会

11
・
30 

㈭ 

全
国
農
委
会
長
集
会

眞中会長（右）から表彰状を授与される
日の出町の布田努さん（左）


